
　避難や離農により農の担い手が著しく減少している” 福島” は、将来日本の中山間地域が直面するあらゆる課題が前倒しで顕在
化した課題先進地です。そこでは原子力災害の発災前への復旧だけでなく、農と地域を取り巻く社会・経済環境を見据えながら、
新しい農のあり方を模索・デザインしてゆく視座が求められます。
　本講演においては、災害復興支援活動、とりわけ生活者による主体的な放射能計測や試験栽培、生きがい農業などの事例を踏
まえて、産業復興支援にとどまらない農の再生を論じます。また持続可能な農の復興を福島で模索する中で得られた未来農業へ
の示唆を考えたいと思います。
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お問い合わせ 福島大学復興知事業事務室食農学類 佐久間唯 TEL024-503-2148　E-mail : fukushima-u@fukkouchi.com

　年月日　水


福島大学 食農学類研究棟階　みらいホール

　福島大学　食農学類　石井　秀樹　准教授

　会場参加事前申込不要・参加費無料
　オンライン参加 ZOOM下記参照

講 師

参加方法

公財福島イノベーション・コースト構想推進機構補助事業

「復興知」の総合化による食・農・ふくしま未来学の展開事業国立大学法人福島大学 福島フォーラム

下記 URL または QR コードからお申し込みください

参加費 事前登録　無料 要 ※お申し込み後、ID・PW をお知らせします。
※取得した個人情報は、本事業以外には使用いたしません。

今後のスケジュール 11 月 30 日水1300  1350　食農学類　食品科学　　吉永 和明 准教授
12 月 21 日水1300  1350　食農学類　農業経営学　則藤 孝志 准教授

日 時

会 場

https://forms.gle/W62BfMafoFoBFb1S8


